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を行った。

E 調査内容

1. 場所…・ 鯵ケ沢， 実内

Z 期間....ー昭和 42年 5月~全年 12月

3. 議査項目および方法

イ，漁況

県統計課の資料により昭和 42年度におけるマイワ的カタクチイワν，ウルメイワν，

マアジ， "7サノ九スノレメイカの 6魚種を調査した。また鯵ケ凡犬畑，奥内の各調査地にお

いては毎日の漁獲量を調査した。

ロ・多項目調査

2・イワν類ー一 ，.. {本晶体重，肥満f克卵 色

重量および湾現採鱗

マアジ …-_._-尾又長，体重，肥満度，性別，生?i責線重量， 胃内容物重量および種類

マサパ ι 。尾叉長， i本宣言，肥満度，性別，生殖腺重震を， 胃内容物重電および積類

スJレメイカ a …外套晶体克肥満度，性別生員協寝耳号電，成熟度，交権，テY卵腺

胃内容物重竜王および種類

ハ.パシチシグ調査・....上記の魚種を 100尾

ニ.スルメイカ標識放疏

ホ.方法

昭和 42年度，沿岸重要資源、委託調資要領(東北区水産研究所，

調奇を実権した。

E 調査結果

鯵ケ沢では一本釣によるスルメイカ，奥内では小型定壇網で漁獲された，カタクチイワv，

マイワν，マアジ， マサノちスルメイカを調査した。謁奄屠数は，多項目調査，パy チシグ調査

を含め次のとおりである。

カタクチイワν 2、58 8 J邑 マイワ乙/

マサノ{ 5 1尾， スノレメイカ

1. 漁 況

イ.マイワ ν

総漁獲量まは 227トγで昨年の 46.4労であり殆んどのものは 1日間以下のものばかりで

95. 9 %は陪奥湾の小型定置網，ならびに船曳網によって漁獲されたカミ昭和 40年につく・
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ならびに漁況調査スルメイカの資源動壊を把握するために魚体調琵サパ.

胃内容物性問脊椎骨銑生高蓮泉璽景，

b. 

C. 

日本海区水産研究所)に築いて

d. 

7 8 9尾マアジ219島

5‘495尾



大不漁であった。

ロ.カタクチイワジ

総漁獲量は 4，405トγで昨年の 5O. 3 <16であり" .7c需記l下のものが 78. 4婦を占め， 74.0 

%は八戸市とその近海で漁獲されるが，旋網によるものが最も多く過去?ケ年中の最低を示

し不漁であった。

ハ.ウルメイワジ

裕資穂署王はイ警か 2トシで渇去の?ヶ年中の最低を示し，殆んど皆慢の状態であった。

一・マアジ

総漁獲景は 405トY で昨年の 2.6 {きを示し，漸増傾向をみせているがあまりよい漁ではな

かった。

マアジば陪奥湾の小型定置網により 99. 4 %が漁獲きれている。

ホ.マサパ

総漁獲電は 123.783.ト Yで昨年の1.4侍であり，八戸市の旋網によって空 9. 9労があげ

られている。過去?ヶ年中の最高を示し，犬警漁であった。

へ.スルメイカ

総漁獲量は 12 3.5 05 トシで昨年の 1.3俄であり，紹利 34年につぐ大空漁であった0

2 魚休調査

イ.マイワν
("i) 休長矧目立 白 本年の体長毒事聞は 13: 0 - 1 7. 0 cmでモードは 15 cmにみられた。

。昨年は 14. 0 - 23. 0 cmで本年の郡は小きい。

(0) 明満喫 ・司王年は 11. 0 - 1 3. 0，昨年ば 8.5 .... 1 5. 0の範閲にあり， i種雄別の平均

債からみても本年の償は小きい。

(c) 1年 比 } χ2検定の結果有意義は認められず 1 ・1と思われる。

(d) 卵得およびtE碕線._.._ 事実卵は認められずtE荊瞭も殆んど白 O.1 ~以下のま3 のであったっ

(e) 脊椎骨数……50 - 5 2伺の閣に分布し， 51伺に出現頻度が多く平均は 51. 0 7 5 

であった。

(f) 胃内等竜馬号およびF堅調

であったム

ロ.カタケチイワ ν

殆んどのものは O.1 .~J)).下で種類は消化しているため不明

(a) 休再三組成 ー本年は 6.3-1 4. 7 cmに分布し， 5月 19日-7月 5日までは，モード

8 ~ 7月 14円にはそード九 1 3 cmの中，大型群， 8月8日-1 0月 17日ま

ではモード 7仰1， 1 0月 2713にぽモード 7， 1 1仰とする混合群" 1 1月 4s-

1 2 )'] 5 f'!まではモード 11明大別群の出現をみたが， 1 1月 27円には 6cmをモ

ードとする最小の群が出現していた。

これらの月号'1平均体畏の変化をみると昨年に比し小型の11干の出現をみたが，特に

6. 7月には 2.5- 4.8 cmほど小さく 12月だけ昨年まり 3.2cmほど大型となって

いた。

(吟肥満度 月別の平均肥満度は 6月が最も高<" 9， 1 0月が最低を示し" 1 1月に

はまた高〈なり 12月には九 1 0 )4とほぼ同じ植を示しているが，雌雄別の各月

平均肥満f更は 5月を除ぎ各月とも燃の値が小さい。
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(c) 性 比ー一生泊旅がボ熟のため雌立をの判別が困難なものもかなりあったカ" 6月28日

7月 268， 11月4日のものに有意差が認められいづれも雌が多〈なっていた。

(d) 卵径および生府腺重量

卵径の分布巾は 0，06 - O. 9 2概に分布し，生殖線電電は 0.1 '}以下-1.3 '}の

間にあり 6H初旬が最大であった。昨年の初漁期には大型の成熟群の来遊をみたが

本年は未熟と中熟の混合であった。

(巴)脊椎骨数 ・ 44個-47伺のH司に分布し，平喝容椎骨数は 45.18 3である。昨年同

様.(5偶に最も多く，年及び月による差異はみられない。

(f) 胃内容物重音量および種類

ョノ、.マアジ

胃内容は殆んと口 19以下であり，空胃のものもあったが，その種類は消化して

いるため不明であった。

(a) 尾文長組成 。 6.4- 1 2. 9仰に分布し，モードは?月 7.0 -1 1叫 1 0月11伺

1 1 Hは11. 5 cmにみられたが，いずれも尾叉長 13 cm未満の者年魚であった。

(b) 肥満度 9. 0 - 1 5. 0に分布し，平均肥満度は 12. 9 9 - 1 3. 6 1の範囲にあり，

昨年の平均肥満度 11. 7 8 -.13. 2 8に比し若干高い債を示していた。

(c)性別 未熟魚のため雌雄の判別はできなかった。

(d) 生殖線重量 l すべてO.1 9以下であった。

(e) 胃内容物童書をおよび種類

すべて 0.1 '}以下であり，食餌も消化しているため不明であった。

ニ. マサパ

小塑定霞網tと乗網をみず 1回より調査ができなかったので今回は詳細な報告はできないが

尾叉長は 16. 3 - 1 9. 0 cm，体重は 53 -8 8 9.肥満!支は 11. 4 - 1 3. 2の問に分布して

いる1が，性別も若年魚のため識別できず生殖線重量もすべて O.1 9以Fであった。

ホ. ス/レメイカ

(鯵ケ沢で調杏したもの)

(a) 外套長組成一一ー一昨年は B月までしか調査が出来なかったので本年の 8月までの分と比

較すると，昨年8刃t句までは外套長 16 - 2 9ω寺本年は 1 3-2 7cmの問に分

布し，小型の群が出現していた。

本年の 5月 24fj-6月 21日までは 15， 1 6， 1 8 c明 6fj 24日-9月5日

までは 1九 20， 21c句 9月 25日-1 2月7Elまでは 23，24cmにそれぞ

れモードが認められ漁期の進行に伴い大相化している。

また雌雄号IJの尽男IJ平均外套長の変化をみると，各月にわたって雌が大き<.9月に

最大に達するが，雄は 10月が最大であった.体をも外寒具に比例していた。

・奥内で調査したもの

外套長は 10-20cmの間に分布し，モードは 14， 1 5， 1 6cmにみられるが

日本海に比し!]司Jの群であった。

(吟肥満度 …一鯵ケ沢で調査したものでは雌は 18.46-23.18，雄は 18. 6 7 -

23. 1 6の崎に分布し， R推は?月， tiiは 10月に最大に達するが各月にわたり雄の

肥満度が大きいことは昨年と同様である。
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奏内で調査したものでは騰は 22.19-2&07，雄は 21. 3 8 --2 5. 9 2にそ

れぞれ分布し，昨年よりや』高い値を示しているが， 6月・のみ自主の値が大きく他の

月はFふさい。{調査は 6月-':7月)

(c) 性 比 一-鯵ケ沢で調査したものをf検定の緒果 5月 24臼に有意差が認められ雄が

aをより多くなっているが他の月には認められず 1 : 1と思われる。

奥内のものでは有意差が認められず 1: 1と思われる。

(d) 生殖線 …・鯵ケ沢のものでは蝉は O.1 g-1 9. 8 g，雄は 0.39 -1 2. 6 1}の問に分

布しており雌では 9月，雄では 11月に最大に・達していた。

奥内のものは 11}以下のものが多く，最大のものでも 3.6 IJであり， 3 9をこす

ものば数個体にすぎない。

(e) 成熟度 ー・鯵ケ沢のものでは完熟状態のものは雄 14尾，縫 6尾半熟状態のものは

雄 59尾直撃 11尾で残りの 540 尾は未熟であった。(6 3 0尾調査)

奥内のものではすべて未熟のものが多治rったが， 7月 14日半熟の 1伺偽 1 2 

月 26回耽完熟の 1伺休があった。

(1)交 楼 e 鯵ケ沢のものでは交接の行なわれた雌は調査期間中 52尾で 6月 1尾， 7 

月5尾 8月 11尾， 9月 12尾， 1 0月 15民主 1 1月5尾， 1 2尽7尾で?月

1 0 尽に多〈みられたが，未熟のものに多〈附警していることから交撲は熟度に関

係なく行なわれるものと問、われる。

奥内のものでは交接の行なわれた雌は 7月 1尾， 1 2月 1尾の半熟完魂の個体

にみられたが昨年にほみられなかった。

(g) テシ卵腺 0 ・ー鯵ケ沢のものでは 12.3-84_のr:nに分布し， 9月に最大に遣した。

また突事委したスルメイカとテγJis腺の関係を帯ぺてみると， 20-301Jl1l!に 11 s 

30 - 40珊に 15尾， 40-50湖に 10尾・ 50--6日1現に?吊 60--7 0郷

に 2民主 70-80慨に 3尾， 80 - 9 0摘に 2尾計 52尾であり，・ 30--40協調

の来事実の個体に最も多かった。

実内のものでは6.4- 44. 3.の問に分布し，20m曜をこえるものは 2個体にす

ぎない。

(h) 胃内容重量雪および穣類

鯵ケ沢のものでは唯の最っそ摂餌震は 10月 313の 45.日夕でカタクチイワジを食

し，雄は 10月 30日の 16.ヲタで消化して不明であった。また調在期間中の各月

のa挙権別平均餌料雪景は雌の摂餌景が多い。

実内のものでは燃の最大鰐餌害警は 7月5日の 13: 4 9， 雄は向日の 9.0 9である

が 5FcI-7円までの平均値では 6月に燃の摂餌景が多い，釘料;主主としてカタクチイ

イワν爪多く見られた。

へ. ウルメイワν"，..漁fをなく調査ができなかった。

3. スルメイカ標識放流-

昭和 42年間におけるスルメイカの標識放流は R本海区では.権現時太平洋海区では八戸沖

道東海灰ーでは大黒島， an路，広尾沖で言十 6.000.尾放流し，再捕尾数は 61足で再J砕容は 1'1b強

であった。

放流状況ならびに符捕状況はつぎのとおりである。
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放流年月日 放 流場所 再捕月日 f写捕泣 置 径過日数 放流尾数 再 捕 尾 数

42. 権現崎
8月 25日 岩手県大釜海区 7 5日 3 0 0尾

4月 11日 W 1 1浬

1尾

1 2 " 7. 5 下北郡岩展沖 2 3 5 0 0尾

F F 1 5 " ムジリ沖 5 3 

a 権現崎
8 1日 下北郡風間j街中 5 9 

W 1 1 i'型

11 11 2 8 北海道小鳥沖 7 7 

4尾

1 3 F 6. 2 1 北海道松前沖 8 2 0 0 ~ 

/1 曹 7. ? 束郡安月沖 2 6 

冒 /1 1 2 岩尾~尻 庭問 2 9 

11 11 1 3 北海道銭 亀沖 3 0 

11 11 2 9 下北郡下風呂沖 4 6 

5思

1 5 
鮫角

6. 1 7 i¥ 戸 沖 2 1.日日日尾
ENE205浬

" n 7. 1 3 鮫角 NNE20漣 2 "8 

" 11 1 8 11 3 3 

!I 11 1 8 八戸沖NE20浬 3 3 

H 11 1 9 被角 NE20浬 3 4 

11 11 3 1 下北郡泊沖 4 6 

11 11 8. 1 2 
岩手県 5 8 
タ色崎E1 00 rn深

持 11 1 2 不 明

曹 " 1 3 八 戸 沖 5 9 

H a 1 8 尻矢崎NW15裡 6 4 

F /1 9. 1 1 
岩手県 8 8 
尾崎 E 6 裡

色ー 2 1 
鮫角E/N

7. 7 鮫角 NE 20浬 1 6 200尾|20.5浬
一一一一一一一一一一
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放流年月日 放流場所 再捕 月 日 再 捕 位置 径 週 日 数 放流尾数 再捕尾数

6月 21日
鮫角 E/N

8. 1 0 下北郡風間浦村 5 0臼
20.5浬

2尾

27 
鮫角~TE/E

7. ι 鮫押~F/E2 0浬 9 400尾
20.5浬

" 7 八 Jコ 沖 1 0 

H 2 1 下北郡平沼沖 2 4 

一
1/ 8. 3 0 函 館 沖 6 4 

4尾

28 鮫角f2fFa1/官浬 7. 1 3 八戸沖NE25浬 1 5 4 0 0尾

韓 " 2 1 続角NB;/NτN
2 浬

2 3 

" 1/ 目 賞受角NHj/E20浬 韓

1/ N " 八 戸 沖 自

H " 8. 7 H 4 0 

N 曹 9 1/ 4 2 

一
6尾

7. 4 鮫角阻2!/0浬日 7. 2 1 f¥ 戸 沖 1 7 500尾

" " 8 鮫角 E/S 2 8 

H H 2 3 岩手県陵里崎
5 0 

S 8 E 6裡

5尾

5 " 7. 8 八 FI 沖 3 500尾

n " 8. 1 5 鮫角 NE 17裡 4 1 

一 トー
二五!

1 O. 2 事空角2N5%.5浬N 1 1. 6 鮫角NNE20狸 3 5 200尾

N H 7 八戸~泊問 3 6 

一一
調 1/ 1 2_ 14 岩手県黒崎沖 7 3 

5尾

一一一一一一一一一一
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一一一司ー#

放流年f:日放流場所 lf専捕、月日 i再捕位君 径 週 日 数 放 流 尾 数 再 捕 尾 数

鮫角 i

1 O.月3RE/N20浬 1O. 4日 八 戸 沖 1日 500尾

If 1 If 1 2 9 岩手県首崎沖S 1 2 6 

11 1 1/ 1 1 1. 6 グ尾11蒔E6浬 3 4 

グ グ 6 下北郡白糠沖 3 4 

グ グ 7 八戸~泊時 3 5 

グ グ 1 7 岩手県亀ケ崎E 1 4 5 

H 1 11 1 30 グ rl1口湾川代沖 5 8 

7尾

10 4 55TO浬 1 1. 7 下北郡出戸沖 34 I 200尾

グ グ t 7 北海道臼尻沖 4 4 

IJ I fI I 24 I fI 恵山沖 5 1 

11 f225t~ " 1 52 

4尾

釧路
1 O. 5 I 'Ei'S'W 1 4浬 1 O. 8 北海道広尾沖 3 130  0尾

fI I 11 I 24 I " 三石沖 2 9 

If .l . " 1 1 1. 4 下北郡大畑沖 3 0 

5尾

銀11路
1 O. 6 r ;;'it 1 9漫不 明広尾沖即日 20漫 2日 D尾

1尾

大黒鳥
1 O. 8 I S 'i1i't7.5浬 1O. 26 北海道様悦沖 18 ， 300尾 ー

グ グ 11. 8 下北郡泊沖 3 1 
一一一一一

11 I 1 4 I " 赤者沖 3 7 

11 .1 11 不 明北海道大黒鳥

4尾

鮫角
1日 20 I """'N 22淫 1 2. 4 岩手県釜石湾口 45 I 300EZ 

1尾

ト一一一一一ー一一一一一一
6， 0 0口尾 6 1尾
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~考察
1. スルメイカ標識放流

昭和 42年度に当場ではスルメイカの標識1&'流を実施したがとれば各梅区の北上群と南下群

の放械による回遊経路と次の点、と考えておとなった。

(ィ) 日本海における北上鮮について

津軽海峡西口においていかなる分派回避符路を示すのか，また海峡内の滞留状況はどうか

及びその期町海峡を東進fゑ東口からの北 h 南下の回遊終路はどうか。

(ロ)太璃羊における北上群について

八戸沖周辺における滞留期時北海道沿岸における回遊経路と到湾期払1海峡東日を荷進

し海峡内の滞情状況及びその期間と円本海に出た後の北上，南下の回遊終路はどうか。

か9太平洋におけるi宥下君事について

道東沖から南下するスルメイカは津軽海峡東日において，いかなる分派回遊経路を示すの

11"， &Dち八戸沖周辺，津軽海峡， 日本海に到達する烈月号と滞留期切ならびに本l票以南におけ

る回遊終路はどうか。

2. 再捕状況

これらを検討すると，これらの結果は次のとおりである。

日本海区では権現崎，太平洋海区では八戸沖1，jせ東海民では大黒鳥，銀iI路，広尾沖で 6.000

尾放流したうち再背尾数はる 1尾で再捕率は 10，6強であったが，

1. 日本海における樗識放流精果

6月 11日から 6月 13日にかけて権現時江 11 i事ーで 1.(1 0口尾放流し，再tr-有尾数は津軽海
峡が(7尾)， R本海側(2尾)，太平洋学?手県沖(1尾)，計 10尾で再楠本は 1%で，

日本海北部で再補きれたものがなく大半ーのものがf戦妥海峡を東進し海峡内に滞泳していたと

とは大明港の漁獲高よりみても明らかである。(42年 6弓は， 739トγ (昨年の約 2倍)

7月3.085トγ(昨年の 2.5情))また遊東沖で存械がなかったことから臼本海系夏イカと

道東沖で漁獲きれる夏イカとの関連性については道東沖に到達じても漁獲の対象とならなか

ったものh 午7れともとれらの北上群は，はるか沖合を迂回して北上したものか現段階にお

いては明暗な事断はづナ難いと考えられる。

2. 太平洋における標識被告官結果

6月 15日から 7月5日にかけて八戸沖でき.000尾放流し，再持:尾数は八戸沖(1 9尾)

白糠泊沖(各 1尾)，津軽海峡内(2尾)，尻矢崎沖(1尾);岩手県沖(3 ~ )，再捕位

置不明(1厚)，計 28尾で再捕率は 0.9%弱で放流イカの大半は八戸沖周辺(1 9尾)で

再捕され，終凋日数は 2- 59臼(平均 25日)で，放存在時期に八戸沖に来遊したスノレメイ

カの回遊経路は It上して津軽海峡を高進するもの，岩手県沖に南下をくりかえしているものの

5派に分れていると旬、われる。

また八戸港に水揚された近海イカ(道東海域からの漁獲量を除<)の漁獲量をみると昨年

は6月 1日トシ， 7月6.155トγにくらべて本年は 6月2β25トY，7月24.200トシで，

6耳では 233 倍， 7月では約 4倍で，経過日数，平均経:局円執再捕位置，最多再捕尾数

漁獲電などからみて八戸沖に長明司滞泳した傾向がみられ，これに北上して来遊した後椅魚

群が添加されて八戸i沖夏漁が怠署員をもたらしたものと思われる。

また円本海系号賢明北上碑と同様，太平洋北上Jl章も道東海域において再嫡が見られないため
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道東:で漁獲きれるスノレメ干カとの関湾性は現役隣においては明確な判断はつけ聖堂い。

3. 南下群

1 0 月 2 日から 1 白尽 20 円にかけて鮫角N~W 23. 5浬， E/N 20池 N 20浬にお

いて 1.000尾放流しt 1 1尾再捕(再捕率 1.1 % )されたが再楠位穫は八戸沖周辺(5尾)

岩手県沖(6尾)に分九ており殆んどのスルメイカが南下期にあることがわかる。

また放流後の終週日数をみると八戸周辺では 34から 36日(1尾の 7月ば例外とLて除

いた)(平均 35日)t 岩手県沖 26から 78R (刃i.均 47日)で八戸沖周辺に滞留した傾

向が報いと思われる。とのととは八戸近海で 10月に 7.45 0トy (昨年の 15倍)の 1

隻当り 2.5トシ(昨年の約 E倍)の漁獲量があったことからみても明かなものと思オオLる.

4. 道東海域

1 0月4日から 10月8日にかけて大黒島倉"路，広尾j中で 1.000 忌放流し， 1 2尾再

捕さ九再椅率は 1.2婦であった。再補位置は北海溜菊河周辺(3尾)，恵j[J海区周辺(3思

津軽海峡(2尾)，太平洋治沖，出戸沖(各 1尼)となっており，いづれも南下期にあると

とを示している。当海域における放流，再存TI位f守は夏季木県沿岸で実施したものみりも最も

遠距離にありながら，各地区における平均再梢終JJ]日数からみて南下回遊の速度は北上期に

くらべて速い。

このととは夏期jとと群ば小裂で遊泳力の弱い併であり，南下11干は遊泳力の強L、大型の詳で

あったため向それとも漁場明主によるものと思われる。

また放流位賓が最も遠距離にある犬黒鳥で 10月 8[-1に放告をしたスノレメイカは 31日から

3 6 日終週後出戸，大畑沖で再捕されているのに反し，これより近距離にある広原~'*でとれ

よりも 4日早い 10庁 4Rに放流しているものが 44日から 5 2 日終Jf~後，恵j[~海域がおそ

く再捕されているととぷ注目きれる。

ただしその再捕尾数からみて道東海域から南下したスルメイカは津怒海峡を悶進して日本.

海に出た公算が多いような印象をうけた。

(以上の詳細な昭和 42年度沿岸重要資源委託調査結果報告書を参照)
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